
Title 絶対消費の図式とその具体化
Sub Title The scheme of absolute consumption and its applications
Author 辻村, 江太郎

Publisher 慶應義塾経済学会
Publication year 1952

Jtitle 三田学会雑誌 (Keio journal of economics). Vol.45, No.7 (1952. 7) ,p.453(17)- 478(42) 
JaLC DOI 10.14991/001.19520701-0017
Abstract
Notes 論説
Genre Journal Article
URL https://koara.lib.keio.ac.jp/xoonips/modules/xoonips/detail.php?koara_id=AN00234610-19520701-

0017

慶應義塾大学学術情報リポジトリ(KOARA)に掲載されているコンテンツの著作権は、それぞれの著作者、学会または出版社/発行者に帰属し、その権利は著作権法によって
保護されています。引用にあたっては、著作権法を遵守してご利用ください。

The copyrights of content available on the KeiO Associated Repository of Academic resources (KOARA) belong to the respective authors, academic societies, or
publishers/issuers, and these rights are protected by the Japanese Copyright Act. When quoting the content, please follow the Japanese copyright act.

Powered by TCPDF (www.tcpdf.org)

http://www.tcpdf.org


■  

' 

,

:

」  

一
.
六
.*
-(

四
;5
1)

，

至
^
ソ
連
的
な
同
盟
^
式
、0-
適
用
-%
、
暴
カ
革
‘命
ゃ
緊
華
往
動
を
前
提
と
し
て
、
@:
-
抱

,^
*
田
:1
;^
エ
作
の
み
'^
依
據
す
，る
場
合
に
は 

な
か
，な
^:
受
容
れ
ら
れ
難
い
で
あ
ろ
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濟
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あ
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瓶
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れ
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。
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あ
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あ
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。
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れ
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植
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ら
れ
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す
る
に
足
^
 ̂

.

パ
:
並
欢
祀
支
狀
亂
分
の
.！̂

龙
t

■最
を
ベ
ー
き
で
あ
る
ヲ
レ
た
が
^
で
少
ぐ
と
^
^

;■
-
:
分
で
あ
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ŷ
l
ĉ
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得
る
こ
、と
に
な
る
。
こ
の
よ
う
ぬ
ふ
て
而
、
劝
お.
よ
び
^
を
知
れ
ば
^
れ
を
队
に
投
入
す
^
こ
と
に
よ
つ
て 

殘
餘
の
未
知
數
W
を
決
定
す
る
こ
.と
は
容
易
で
あ
る
。
 

.

.

.

.

C
f

ジ
以
上
こ
の
穂
の
處
观
法
と
し
て
宙
典
的
な
考
ぇ
方
を
述
べ
'た
0
'
現
布
の
計
琴
學
の
泳
準
か
ん
す
^
ば
1'
§

§
|

げ
|

ぽ
に
宛
式
化
し
て
い
令 

,

こ
と
、
;̂

§

§
供
2:
1
1
4.の
卯
^
を
特
に
と
リ
上
げ
て
い
な
い
.こ
と
、
等
，彼
だ
不
充
分
で
あ
リ
、
さ
ら
に
叙
濟
现
論
的
、に
も
稀
々
の
前
提
を
設
け
て
站
來 

っ
賴
密
度
を
.低
下
さ
せ
て
い
' る
點
滿
足
な
も
の
で
似
な
い
。
敢
て
本
節
を
補
人
し
I

’はs
t
o
c
h
a
s
t
i
c

な
パ
ラ
メ
タ
f
推
？

す
ず
む
S

だ
っ
て
敏
者 

に
新
阏
式
§

ぇ
方
S

れ
H

f
た
め
.
5

る
。
_

な
お
3

い
.て

塑

裏

法

,?
こ
S

も

っ

と

滿

足

な

繁

，がf

れ
5

を
述
べ
る
透
で
あ
っ•

た
，、
、

こ

こ

で

跃
わ
れ
る
模
型
は
、「C

o
w
l
e
s

 

C
o
m
m

すs
i
o
n

の
人
速
が
旣
に
极
っ
て
い
る
も
の
，と•：！
兀
仝
K
類
推
柄
で
*あ
る」

と
い
っ
た
も
の
で
は
な
.い
. 

.

.

n

m

のi

件
、.そ
れ
に
伴
う
模
型
.の
铒
觀
成
"推
定
の
具
體
的
ht
笕
法
等
一
通
认
說
明
せ
ね
ば
な
ら
ず
、
W
成
の
紙
数
を
要
才
る
の
で

別
の
論
文
の
と
し
て
獨
犮
.

£

發
表
す
る
と
と
と
し
こ
こ
•で

比
割
愛
し
た

。徂
し
以
Ti
の
#'
沛
は
新
し
い

方
法
£
よ
る
徘
定
を
豫
矩
し
て
述
べ
-
ら
れ
て
い
る
>

.

—

 

/

.

.

.

.
-
• 
..
 

....... 

*
 

-
 
•
 
•
 

.
 

•
 
.

 

'•.
 

/• 

-»;

■
 
-
 
«».f
 

L

.
 

-

 

•-*...
 

,
 

’
 

.

家
計
支
出
、の
硏
究
は
後
饰
に
も
示
さ
れ
'る
よ
ぅ
に
、
，そ
の
應
用
面
と
じ
’て

ニ

っ

，
の

方

向

it
連
っ
て
い
る
。
そ
‘の
一.
は
生
計
贤
指
數
あ
^：. 

い
は
生
活
水
準
測
定
と
の
結
び
っ
き
で
あ
り
、•
他
の
一
っ
は
■ ag

g
re

g
a
tio

n

の
操
作
t
綹
て
す
名
直
視
的
消
費
函
數
と
の
■結
び

っ

き

へ

で

.. 

あ
名
。
そ
し
て
兩
鞒
何
れ
の
場
合
に
も
そ
ぅ
で
あ
る
が
、-
特
に
後
#
に
關
し
て
、
消
費
を
貯
'蓄
と
切
り
離
し
て
#
え.
る
こ
と
は
全
ぐ
不
可
:

-

-

-

.

■

-

■
 

-
 

..
 

...
 

...
 

; 

..
 

-

■.
:
: 

•.ぐ
-
'
.
. 

-
 

-
 

.
.-
-
 

ノ 
.
.
.
.
■
■
ダ

-
• 

: 

--
 

,
.
■■
..

-
-

パ
、,....

•

パ
-

.

.

-

r

 

-
 

•

能
な
こ
と
で
あ
今
そ
れ.
に
も
か
か
わ
ら
ず
從
來
消
費
者
行»

を
理
論
づ
け
る
に
あ
た
っ
て
っ
ね
良
貯
蓄
の
存
在
が
度
外
視
さ
れ
て
_き
た 

f 

S

W
 

.

の
は
周
知
の
如
く
で
あ
名
？
' 

■

8

前
稿
に
於•
て
锥
者
崞
ヮ4

ト
の
準
獨
立
の
概
念
を
镍
人
す
る
こ
とk

よ
9
と
の
問
題
の
解
決
を
試
み
た
が
滿
足
す
べ
き
結
果
ル
得
ら
れ
な
か
っ
だ 

貯
蓄
の
分
析
が
不
可
能
で
あ
る
よ
；ろ
な
消
費
者
行
動
の
理
論
は
、.
旣
知
の
結
果
の
稗
述
に
す
ぎ
ず
何
ら
新
な.
る

結

果

を

，
も

.
た

ち

す

も

の

で

.

.

i
:
-
,
- 

' …

 

■
■
■ 

■
■

.
ン
-

パ
？ 

'.

/.

■
;
:

.

.

 

si 

. 

.. 

. 
. 
. 

- 

- 
- 

. 

. 

-i 

:

、-.Ig
.v
' 

-

.
.

は
な
い
，、
と
し
工
正
面
か
ら
こ
ゆ
問
題
を
解
決
し
よ
う
と

試
み
て
い
る
の
/は
ほ
か
な
ら
ぬ
ク
ラ
、ィ
ン
で
あ』

o. 
.

:
.
.

, 

. 

> 

,
 

,
 

.
■

C  
跳〕

L
.  R

.  K
le

s :;  Jsconom
ic  Flu

ctu
atio

n
s  in

 th
e

 
U
s.
t3d S

tate
s  

二192111941;C
o
w

les  co
m

m
issio

n
.  M

onogra^
hls  N

o
.  

\ 

1
1
,1

9
5
0
;  p

pi  40〜
42、

，
 

- 

' 

_
 

:

ク.
ラ
ィ
ン
は
貯.
蓄
を「

將
來
購
人
せ
ら
る
べ
き
財」

•
で
置
き
換
え
、
そ
ル
に
よ
っ
て
極
大
滿
足
％
圖
式
を
描
、こ
，ぅ
と
す
名
。
，
こ
れ
は
加
重.

限
#
効
用
均
等
式
i t
貯
蓄
，の

憤

格

を

:te
導
人
す
る
た
め
の
第 
一•
次
接
近
と
考.
え
ら
れ
る
。

し
か
'1
>
て
彼
は
貯
蓄
の
價
格
を
• 

‘「

將
來
、
財
を
購
入
す
名
際
に
亥
拂
わ
れ
‘る
べ

き

價

格

を

，
利

子

率

で

•
割
引
い
た
も
©」

と
考
え
更
にr

將
來
の
價
格
の
豫
想
値
は
現
在
.の 

價
格
に
等
し
い」

も
の•
と
前
提
す
る
。
す
な
わ
ち
、
貯
蓄
の
價
格
を
灼
と
し
て
、 

• 
•.
 

'

... 

•-...
い”. 

..

I ... . 

... 

, 

.
\
 

«

、

絕
對
梢
费.0

岡
式
-と
そ
の

具
體
化'  

,

:

'

 

/ 

i
 

(

四
六
九)

'
 

'、



三
田
學
食
s

i

第
西
十
3?
*卷

第

七

號

”

,

P

I
 

' 

f
t

蕾

倉

承)

111

四

.，(

四弋

0〕

(
1
+

$

と

置

ぐ

の

，
で

あ

^

。

 

< 
• 

- 

■' 

‘
 

.  

. 

し
か,
乍
ら
前
稿
に
も
述
べ
た
如
く
貯
蓄
备
想
價
格
と
利
子
率
と
の
函
數
と
置
く
こ
と
は
，
先
驗
的
妥
當
胜
を
主
張
し
|

ほ
ど
に.

は
尤
も
ら
し
-<
>
な
い
。
 

‘、
 

' 

, 

f ■.

特
に
狞
蓄
の
，資
本
北
が
低
度
で
あ
る
一
般
家
計
に
货
て
は
'そ
う
で
あ
る
0‘
も
と
ょ
り
俊
秀
€ !
フ
ィ
ン
が
こ
の
こ
と
を
知
ら
ぬ
^
は
な
い 

Q

 
I

つ
て
、
彼
を
し
て
敢
て
ご
>

火
，銘
を.
振
わ
し
め
た
の
は
、
，あ
ら
办
じ
め
貯
蓄
の•價
格
を
與
ぇ
て
置
い
て
消
費
者
均
衡
點
H

め
ょ 

.
う
と
す.
れ
ば
こ
れ
以
忐
塞
が
出
な
い
ふ
い
，暴
情
で
お
ろ
う
。
し
た
が
つ
て
分
析
の
現
醫
で
4

ィ
ン
Q

S

を
避
け
ょ
う
と
す 

,
1
ば
、

，
い
塞
い
直
接
法
を
斷
念
し

て
雷
路
を
f

ぎ
f
 
§

い
。

そ

こ

で

.、
こiu

で
は
ま
ず
全
く
形
，式

罡

貯

蓄
§

格
を
旣
次. 

變

數(p
re

d
e
^

m
in

e
d

 v
a

ria
b

le
)

と
し
て
；.

/
,

:

. 

.

,
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■

.
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.

•d
<
p

„ 

I

n

M

u

旁

到

，

I .
Q) 窆

の
如
く
，各
式
に
組
み
ル
み
、
家
計
の
行
動
結
ざ
示
す
資
料
か
|

に
拆
の
變
化
|

え
て
、
こ
れ
が
價
格
豫
想
、
所
得
豫
想
、

一
般.
的 

經
濟
豫
想
、
利
子
率
等
^

ょ
り
如
何
に
、
ま
た
何
の
程
度
影
響
を
蒙
づ
、て.
い
る
か
を
跡
づ
け
る
と
い
ぅ
方
闶
を
考
え
て
み
た
。

‘•、

,

こ
•こ
S

意
さ
れ
ね
ば
な
I

の

は

裳

售

迄

つ

v

は
S

で
あ
り
、
た
S

濟
學
者M

と
つ
て
の
み
未
知
S

?

と
.と

ぶ
 

「

卞
湯
機
構
の
-裡
に
具
現
す
る
價
格」

..
で
は.
な
く「

消
費
行
動
に
對
す
る
抵
抗
の
大
さ
裏
す
變
數」

と
し
，て
の
‘.價
格
槪
念
に
ょ
つ
て
律

せ
ら
れ
ね
ば
な
ら
ぬ
と
い
ぅ
事
實
で
あ
る
。

、
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‘
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r

抵
抗
•の
大
さ
ー
と
は
、
，言
？

み
れ
ば
、
，抑
獵
經
济
に
於
て
海
？

頭
を
捕
え
る
の
に
六
時
間
の
努
働
を
要
’す
る
と
き
、
六
時
間
の
勞
働
が.
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独
の
倒
格
で
あ
る
、
と
い
う
匕
と
で
あ
る
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な
拎
市
發
機
篠
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藤
係
な
倒
格
槪f
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載
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o

i
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參

照

. 

.

、

•

ま
た
て
こ
で
は
科
を
以
て
貯
蓄C

と
呼
ば
れ
各
財)

一
單
位
の
購
入«

格
と
す
る
わ
け
で
，あ
冬
が
、'
貯
蓄
0 -
單
位
は
貨
幣
の
單
使
と
条 

く.
肩
個
の
も
の
で
あ
き
桌
指
肩
:$
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。
通
常
、
貯
m

金
額Co.

と
呼
ば
f

も
の
を
、
F
Z
で
は
、.

貯
蓄r

と
い
う
i : 

の
購
入
金
額Co、

と
表
'現
す
る
，の
で
あ
る
か
ら
、
H

と
な
：る
わ
け
で
あ
る
が
、
例
え.
ば
沒.
が『

〇
〇
〇
圓
で
あ
つ
て
も
と
れ
を
單 

位
傻
省一.

圓
の
貯
蓄
を
一
〇
〇
〇
單
位
購
人
し
た
、
郎
ち• 

§
s!
l
f

^
=
x
o
o
oで
あ
る
と
解
釋
す
る
と
と
は1

般
に
ゆ
^
さ.
れ
k
vs
の
"で
：. 

あ
名
と
の
こ
と
は
消
'®
函
數
の
零
次
の_
同
次
性
、q

i
"
f
i

ハI; • P
Y
f
i
Q
e
l
; TCP) 

： 

(&
==  eo

n
s

外an
t)

を
考
，え
れ
ば
自
明
の
こ
と
で
あ

名
に
も
拘
參
5

誤

響

れI/
J

ろ

で

含
^
產

意

さ

れ

裔

な
I

い
の
で
，

。
. 

/

§

 
,

「

貯
？

い
I

の
財」

を
考
え
る
こ
と
-に
齋
§

感
を
抱
く
請
考
は
.、
中
#-
1£
美
助
敎
授
が
；史
に
做
底
し
た
歉
想
を
殷
開
さ
れ
て
い
る
論
文「

家 

|

自

に

|

耐
久
財
の
|

(
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|

|

辟
十
|
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を
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照

せ
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函

數

論

的

指

數

論

と

經

濟

的

厚

坐

,
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：

、

;•
,
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は
じ
：

9

 Q
.

節H

述
，ぺ
た
^ |
1
く
擎
苕
が_

粹
理
^ .
か
ら
與
え
ら
れ
る
價
値
論
圖
言
現
實
，の
資
料
に
適
用
す
る
に.
あ

た

つ

て

從

來

，と

ら

れ
 

て
き
た
手
つ
つ
考
に
疑_

を
概
く
た
の
は
戰
前
戰
後
の
生
活
水_

を
比
較
す
る
間
題
を
扱
つ
て
か
ら
の
と
と
で
あ
る
。
そ
こ
で
ぼ 

じ
めQ

ル
葡
に
も
ど
つ
て
こ
れ
史
で
考
え
たw

と
が•
實

結

論

そ

導

；

y

際
に
ど
の
‘
よ
う
な
影.
灣
を
及
ぼ
す
か
檢
討
し
て
み
よ
う
。、
異
時 

點
間
の_

水
準
を
此
較
し
よ
ラ
，と
す
名
き
、
痛
幣
採
あ
れ
多
手
續
き
は
ま
ず
兩
時
點
*間
の
債
格
狀
顏
の
變
化
-と
消
費
者
の
名
目
所
得
‘
 

絕
籍
致
の
聲
と
そ0

ル
、體

化

' 

‘
 

\

三
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四
卜II、



’
ぺ

11

慕

會
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舞

ナ

毒

：
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第

七

號
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■ 
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3
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(

1

5
 

の
變
化
と
の
關
係
か
ら
1
發
1

::

も
つ
と
I

知
も
れ
I

し
.て
こ
I

ス

少

ム

醫

生

S

關

蒸

_
 

f

用
し 

，
よ

乏

理

論1

获

I

價

，格

に■

の

备

I

;
一
S

I

の
下
S

I

I

準
I

保
す
べ
き
、

或
は
、

同
量
の
線

經
濟
衛
运
を
確
保
す
.ぺ
き
所
得
間
の
比
と
七
て
、定
義
さ
れ
句」

。

'.
.

'
■

:

、，
 

.

ば
、

8

が
坐
|

指
數
の
’示
度
為
率
に
變
化
し
仁
と
き
に
は
■雨
時
點
盟

|

水
準
は
同
一
で
|

、
>こ

味
し
て
い
气.

I

的
指
數
論
或
は
函
數
論
的
霞
論
と
呼
I

I

I

上
の
定
義
I

好
i

用
語
に
置
き
換

、

ぇ
て
7-
1
同

量

の

、
經

濟

滿

足

」

..
の

代

り

に

(「

尚

ー

の.無
差

別

茴

上

の

：
點

」

，
.
と
¥
う
表
現
を
用
い
て 

-
:

/>
考
.
上
圖..
で
言
う
な
1>
ば
|1-
格
狀
態
^̂ ̂

々
P
ぉ

よ
び
み
に 

.
對
應
す.

I
得
i
j
l
と
の
，
比

を
2

的
I

費
指
數
と
す
る
の
で
あ
P
實
際
に
使
用
さ
れ
る
、

■ 

指
數
算
式
ば
こ
作
に
基
い
て
歡
成
さ
れ
で
い
る
。
い
、ま
こ
の
例
で
答
。Y

々(

a
=
c
o
l
a
- 

&

が1
定
の「

實
質
所
得」

2
呼
ば
れ
る
も
の
で
あ
り
、、
さ
き
ほ
ど.
の
定
義
よ
り
す
れ
ば「

生 

^
K,

」

を
示
す
も
の
で
あ
る
。•
と
^
ろ
？̂

じ
め
の
‘節

に

述

ぺ

た

如

く

所

得

は

日

常

. ^
な

意 

.
、
マ/.,
、.
。
：
；

_

篇

«

活

水

準

乃

至
.
妨
經
濟
的
厚
生「

當
 

人
す
る
諸
財
釔
かi

我
.々
は
旣
に
馨
し
て
い
I

財
I

消
費
し
て
生
活
し.
て
い
る
の
で
I

。
そ
：こ
S

質
所
得
を
定
義
し.
I,

ノ
てr

消
1

の
蠢
的
寧
生
'•へ
の
純
附
W
分」

'
と
し
把
ら
’ど
う.
で
あ
ろ
う
か
。v

こ
の
土
き
保
有
さ
が
て
い
論
財
の
量
は
不
變
•で
あ
る 

• 

. 

/ 
. 

 ̂

.•

と
い
うim

p
lic

it

な
前
提
が
あ
る
と
し
て
も
よ
い
。
 

’ 

/

第
六
圖
で
は
i

n

n

i

な
る
如
く
夫
々
I
s

よ
び
ー
定
對
應
す
る
所
得
>

お
よ
び
ム
を
見
出
さ
ね
ば
|

な
い
。
こ
こ
で
は
：

か
ら
备
知
ら
れ
て
い
れ
'
I
五
圖
の
場
f

商
f

し
て
ん
に
對
す
る
ん
I
,

す
こ
と
が
で
i

B
§
s
s
§
B
B
S
S
M
M
M
B
m
v

.
け
れ
^

1
瘇
常
な
さ
れ
て
^
各
ば_

ダ
於
典_

で*

务

こ

，
ゼ

が

み
1 :
即
嚴
し
ゼ 

.
そ
の.
大
き
さ
を
度
外
し
て
も.
旁

の
と
；
と
；は

成

立

つ

；
で

あ

ろ

ぅ

か

？

,'
ィ

ン

ディ
ケ 

丨 

の
- *
逸

性S.

定
■
る

：
こ
：
本

が

'ゅ
名̂

4
f t-
g

^ ;
a '
^

.̂(

£

’

-e(

2
+
t?)

=
,

(

&

十
^

&

と

し

で前
齡
の

修

件̂.
^
®

。

)

"
^
1̂)  

,
す

及

わ

ち

第

五

顧

办

.
條

件^
«

苽
^

:-
5
名

紙>,
:.̂
0

« -
定
1
認

め

灰

い0
が
.
今

日 
:

.
の

通

說

：
で

.
あ

る

か
.
ち

、
こ
.0
考

免

：は

採

用

.
暮
_

被

結

裔

：

=

葛

十
:0.
-:
:|.
弋(

©

な
：各

如0

;«
^
0̂

と
^
先

見
;«
す
^
^

..炉
函

數9
:
か

た

ち

が

細

ら

机

发̂.
.̂
-0

!

权

滅

：歎
^

な

い
:0
:指
數

0'

性
格
^
- -
1

銃

計

： 

.
資
料
を
見
易
く
ま
> '
め
た
も
0
は
^
じ
ー
で
內
家
^
け

る

な

；
ら_

£

の̂

5 -

な
, _̂

 

は
起
ら
な
い
け
れ
ど
も
、
そ
れ
に
經
濟
學
的
な
性
格
を
附
與
し

ょ

.
ぅ

と

す

る

か

ぎ

 

J

我
^
:
：

^

啤
べ
た
困
難
の
解

* ^
:

を
せ

i

れ
4

1

3
。is

數
論
的
指
纛jq

主
流
は
選
好
場
の
..決

定

間

接

E

理

 

論
の
要
求
飞

み

た

そ

ぅ

と

す

る

方

向

を

と

づ

て

き

た

、

そ

し

て

筆

者

自

身

も

そ

の

理

由

の

蕃

さ

を

無

視

す

|

の

で

ば

な

い

が

フ

ィ
ッ.. 

へ
，
.'.' 

フ

丨

' ..

シ

.
ユ

.

.

.̂
ノ
4
等
水
ょ
つ
て
試
み
ら.
^ *
て

-̂
た
方
^ :.
へ
の
：努

カ

を

も

^
5
|

す

べ

，き/で
は
な
い.
と
考
え
^

.

2

襦
要
曲
線
の
非
可
逆
性、

-' 

:

.
 

■■
 

_

 

,

こ
れ
ま
て
扱
？

き
た
の
は
一
個
人
乃
至
一
策
計
の
消
費
行
動
で
あ
'
 
こ
，れ
を.
^
だ
ち
に
國
民
所
得
論
に
お
け
る
消
費
性
向
の
問
題. 

に
結
び
つ
け
る
の.
は
無
理
で
I

が
、
近
時
國
民
所
得
の
實
證
的
硏
究
者
に
ょ
つ
て
^

^
指
摘
さ
れ
て
い
る
霞
曲
線〔

霞

消

費〕

の 

非
可
逆
性
為
ら
か
I

f

有
ナ
る
も.
の
と
考
え
名
れ
る
の
で
、‘•
所
得
紙
段
階
的
に
上
昇
し
次
に
下
降
し
た
場
合
の
消
費
1

8

の 

.

,

1

费 
1

4

1

，

，
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馘

>
國

移
動
を
假
設
的
に
圖
示
.L
て
み
ょ
ぅ
。
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期
沏
'

^2
:
:
:為
把
於
て
も
ま
で
所
得
が
槽
加
し
も
か
ら
減
少
し
^

じ
め
る
も
の
と
，す
る
。
諸
財
の
保
有
量
が
一
つ
ま
え
の
期
間
-«D

所
得
に
衣
存
す
る
も

，.

の
と
す
れ
^

も
、.............

t s

な
る
各
期
間
に
お
け
る
均
衡
點
の
位
置
は
第
七
圖
の
如
く
な
る
。、

の
た
め
に

0
=

7
5
,  

,  

Mx
e 

と
す
る
。
I

)

こ
れ
か
ら
石
財
に
對
す
：る
■需
要
曲
線
を
所
得
に
關
し
て
描
く
と
第
八
圖
の
如
く
な
り 

盔
と
纪
、
Tff
l
と
盔
と
はI'

致

し

な

い

，
。

す

な

‘打
ち
所
得
の
上
昇
期
と
下
降
期
と
で
は
異
つ
允
、需
要
曲
#
が
得
；ら
れ
る
。

こ
こ
で
縱
軸
に 

貯
蓄
を
と
ル
ば
デ
ュ
ー
セ
ン
べ
リ
ィ
の
言
う

r：a
te

h
e
t  e

ffe
c
t:

と
同
種
の
現
象
を
說
明
す
'る
こ
，と-
に
な
る
。
所
得—

消
費
圖
式
に
甚
い 

'て
需
要
曲
陳
を
考.
え
れ
ば
、
選
好
場
が
變
化
せ
ぬ
か
ぎ
り
fff
2
と
！

a
、

fg l
と
發
は1

致

す

ベ#-
-
、
で

あ

り

.
、

，
こ

こ

に

得

ら

れ

た

結

娛

は

こ

の

.
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圓
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圓：

• 

- 

_
 

.
圓
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條
件
が
滿
如
さ
れ
で
齒
ら
1,ぬ
こ
と
を
示
す
、I
す
な
わ
ち
選
好
場
の
構
造
が
恒
常
性
を
缺
き
.、
•あ
る
い
は
非
可
逆
的
で
あ
る
こ
と
を
示
唆
す 

る
如
き
外
觀
ヒ
印
象
づ
け
る
で
あ-
ろ
う
⑴
デ
，ュ
ー
セ
ン
べ
'y
ィ
の
®?
論
は
ま
さ
に
こ
‘の
よ
う
な
考
え
^
基
礎
づ
W
ら
れ
て
い
る
よ
う
に
み 

え
る
。
彼
は
^
個
人
の
消
赞
行
動
の
他
の
諸
個
人
か
ら
の
谰
立
胜
W
消
費
關
係
式
の
時
間
的
、可
逆
性
、
の
ニ
公
準
を
否
定
す
る
こ
と
か 

ら
出
發
し
て
！

n
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視
盼
消
費
函
數
の
改
良
に
大
き
な
業
績
を
擧
げ
た
の
，で
あ
る
が
、
彼
の
與
え
た
式
か
必
ず
レ
^
右

.の

ニ

公

準

の

否

定

を

必 

要
ふ
し
な
い
の
で
は
な
い
か
と
考
え
る
餘
地
が
殘
さ
れ
て
い
る
點
を
第
七
圖
に
よ
つ
て
乐
し
，た
わ
け
で
あ
る
。
も
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ろ
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抱
摘
さ
れ
て
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^
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す
べ
て
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o

:

に
よ
つ
て.
說
明
し
得
る
と
は
筆
智
も
考
え
て
い
な
い
が
、
白
人
社
會
と
黑
人
社
會
と
の
消
費
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向
の
差
異
を
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均
所
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差
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び
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述
べ
夂
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と
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應
關
係
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成
の
'屉
度
ま
で
說
明
で
き
る
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-
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ま
た
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論
圖
式
の.
可
逆
性
を
否
定
す
る
こ
と
が
そ
の
圖
式
そ
，の
も
の
；の
存
在
意
義
釔
否
定
す
る
に
^
と

し

如

^

と

は

ハ

一

べ

ル

モ

ー

が

强
く
指
摘
し
て
い
る
と•
お
れ
で
あ
る
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消
費
者
選
擇
の
理
論
は•
近
代
理
論
に
於
て
最
も
精
緻
•
に
‘(

备

る

程
•
に)
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開
さ
れ
て
い
る
も
の

で
あ
'
る
か
^
、
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存
在
意
義
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危
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か
ら
し
め
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こ
と
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思
考
め
經
濟
か
ら
み
て
有
利
な
仕
方
と
は
思
わ
れ
な
w
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i
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鸫
斯
消
费
の
圆
式
と
そ
の
具
體
化 
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に
ら
い
て
は
三
田
學
會
雜
爲
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昭
和
廿
六
尔
1
月
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西
、十
四
，卷一 .

號
所
載
め
拙
搞
を
參
照
さ
れ
た
い
0
、
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い
ま
一
つ
の
設
例
と
し
て
、
合
衆
國
戰
後
の
景
氣 
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測
の.
問
顚
に
&
ぞ
ら
え..た.
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象

模

型
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構

成

し

.
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み
ょ.
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。
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い
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間
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.̂ ...........

、
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を
通
じ
て
所
得
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は
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間

ら

忙

；於
.
て
'消
費
制
限
が
な
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i

れ
た
も
の
と
す
る
。
，
各
期
間
把
於
て
薪
た
に
購
人
さ 

'

れ
る
財
の
ー
部(

こ
こ
\^
は
不
を
貯
蒂
と
し
て
お
こ
デ
}が 

-

,

1

定
率
で
財
の
；.
保
有
量
の
增
分
と
し
て.
殘
'る
も
の
と 
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假
定
す
れ
ば
！F

衡
購
人
點
は
第
九
圖HO

.1…

：
、
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の

鉻 + 豳

如
く
移
動
す
名
。
但
し
4

の
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外
部
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の
强
制
K
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均
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點
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印
の
如
く
な
る
。
い
ま
ら
に
氣
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^

の
需
要
5*
^
豫
測
し
は
う
.と
す
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硏
究
莕
が
ら
ら
^
に
お
け
る
資
料
を

g

M

し

う

る

ば
あ
い.
に

：
は''
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假

令

彼
 

，が
明
瞭
に
意
識
さ
れ
た
现
論
を
も
た
'な
か
っ
た
と
し
て
も
、
.は
じ
め
の
三 

-
ケ.
办x

印
を
貫
ぐ
線
を
挪
外
す
名
よ
う
な
こ
と
は
し
な
い
で
あ
ろ
う
。
し 

か
し
彼
が
は
じ
め
の.
一1

ダ.
のX
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印
か
ら
■傾
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に
蓋
然
値
を
求
め
た
と
し
て
も
、
從
來
行
わ
れ
た
經
濟
豫
測
の
例
か
ら
す
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れ
ば
、-
そ
れ
ほ
ど
極
端
に
例
外
的
な
手
法
と
は
言
い
え
な
い
。
も
.ち
ろ
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い
わ
ゆ
る
巨
視
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分
析
に
從
事
す
る
際
に
は
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ン
、
デ
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ー
ヰ
ン
べ

:r
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式
か
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务
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の
方
が
多•
い
と
考
え
た
方
が
眞
實
に
近
い
で
あ
ろ
う
か
ら
、
こ
こ
で
犯

各.
れ
る
錯
誤
は
前
節
に
擧
げ
た
所
得
消
费
圖
式
の
缺
陷
に
ょ
る
も
の
'と
す
る
^
攸
不
逾
當
で
あ
'る
か
を
し
れ
ぬ
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^
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憶
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。
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。
生
產
苕
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要
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つ
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樣
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こ
と
が
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え
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さ
れ
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勇
士
也
屯
で
本̂ 

れ
た
祖
先
の
功
勳. 

の
物
語
に
激
勵
さ
れ
七
、1
ぅ
い
ふ
境
遇
の
下
に
ゐ
る
の
で
は
な
か
っ 

た
な
ら
ば
商
業
家
と
か
科
學
‘
者

，と
か
’

に

な

っ

た

か
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知

れ

な
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っ
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^
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爲
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=
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し
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ふ
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を
滿
た
さ
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\
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と
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贬
が
在
涯
の
進
路
を
決
し
た
原
因
を
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明
し
て
い
る
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把

4
锡
美
濃
守
氏
勝
め
，後 

で
ぁ
る
。.
信
玄
の
死
後
、
そ
の
子
‘勝
賴
が
名
將
の
器
で
な
い
の
を
知
っ 

て
、
氏
勝
は
長
篠
の
戰
に
办
し
ろ
進
ん
で
討
死
を
ぇ
ら
ん
だ
の
で
、
一
子 

信
義
ば
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れ.
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の
1
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狡
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『

馬
場
辰
猪
自
傳』

<
以
下
平
£

『

-
M傅J

と
呼
ぶ〕

、で
ば
、
、
そ
の
初
め 

•に
、
大
變
な
が
い
.家
系
記
が
あ
る
。
そ
れ
は
む
し
.ろ
急
、進

的

な

自

由

民

權' 
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思
想
家
^

彼

の
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ド
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の
私
じ
て
不
忍
議
に
さ
ぇ
思
わ
れ
る
。
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v
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，
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r
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:の
遺
歡
學
說
"
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論
、
更
'に
彼
P
最
も
影
響
を
興
え
て
い
る
と
.
思

わ

れ

る

ス

べ

.
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サ

1
の
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#
進

化

馨

ゼ

看

合

せ

：る
と
.理
解
の
っ〕

べ
こ
と
'で
あ
^

。：卽
ち
彼
は
、
自
：

ち
の
性
格
、
能
力
の
生
た
る
部
分
の
形
成
を
祖
先
か
ら
の
^

傳
と
進
化
の 
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力
と
し
て
>
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明

し

：
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：
だ

の

で

あ

ろ

^

。
；
：
ー

『

自

傳』

.

.

.
冒

頭

.

に
;^
-
い
：
て

5彳 

「

若
き
者
の
心
は
、
成
人
の
心
に
取
っ
て
は
極
め
て
現
細
で
あ
る
べ
き 

や
う
な
事
柄
の
影
響
を
受
け
た
り
ハ
さ
う
い
ふ
影
響
の
爲
め
に
、
そ
の 

‘將
來
の
行
路
が
左
右
さ
•る

、
に
茧
吻
勝
ち
な
も
の
で
あ
る
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馬
場
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.
の
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も
、
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う
い
ふ
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響
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強
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は
と
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か
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、
彼
の
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に
强
い
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果
を
起
し
た
ら
^

く
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